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ＪＲ東海労新幹線地本 

５４歳以降の原則出向再開で早くも問題が起きています。  

 東一運から出向になった組合員は、出向打診の副所長面談の際に、

総務担当者から、出向先と最寄り駅の間の通勤にバスが使えるので

「通勤手当を申請しておくから」と言われました。ところがその後、

その総務担当者から今度は「通勤手当は出ない」と言われたのです。 

 組合員は納得いかず、事務統括センターにどういうことなのか確

認の電話をしましたが、電話に出た社員は組合員の疑問に充分に答

えられなかったのです。 

地本は、７月２日会社に対して、出向社員の疑問に答えられない

現場総務及び事務統括センターは問題である。嘘をついてまで出向

に出そうとしたのか！こんな対応しかできないなら現場に戻すべ

きだ！と強く抗議し、納得いく説明を求めました。これに対して会

社は「関係箇所に確認して改めて連絡します。」と言うのみでした。 

 また別の出向先では、休日が提示されていた就労条件よりも少な

いとか、休日が勝手に減らされるという問題も報告されています。 

 一方的に出向に出して

おいて、このようないい加

減な取扱いをすることは

許されません！ 


